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○各システムの高度化に資するデータベースを着実に整備することが、将来のデータ連
携を図る上で重要。

○データベースの着実な整備を推進しつつ、将来のシステム連携を見据えた通信イン
ターフェースやデータフォーマットも事前に検討していくべき。

データ活用を推進すべき分野の検討にむけて

●規制・制度改革の推進と社会的受容の醸成
●知的財産戦略と国際標準化の推進

●能力開発・人材育成の推進

データベースデータベース

新たな
サービス

エネルギー
バリューチェーン

高度道路
交通システム

ものづくり
システム

スマート
生産システム

スマート・フード
チェーンシステム

統合型
材料開発
システム

おもてなし
システム

地域包括
ケアシステム

インフラ
維持管理システム

防災・減災
システム

地球環境データ
プラットフォーム

①基盤技術となる、AI、ビックデータ解析技術、
サイバーセキュリティ技術等の強化

②各システムの高度化に
資するデータベース構築と、

③将来のシステム連携に備えた
通信インターフェース、
データフォーマットの検討

複数システム間で利活用
が期待されるデータベー
ス
の在り方の検討

基盤技術
AI、ビッグデータ処理技術
サイバーセキュリティ等

●「Society 5.0」プラットフォーム構築のイメージ

３次元
地図データエネルギー

需給データ

異業種間
データ流通促進

地球環境
データ

医療データ

ヒト・モノ・車
位置データ

映像データ

衛星観測
データ

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 3 を 基 に 構 成
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推進分野 関連施策
（SIP含む）

関連機関 推進リーダー スケジュール

インフラを中心としたデータ SIP「・・・」 ・・省、・・団体、
・・機構、（企業）、等

（産業界または
学術界の有識者）

防災を中心としたデータ
地図を中心としたデータ

○システムの高度化に向けたデータベース構築状況を各戦略協議会・WGにヒアリング
して、さらにシステム基盤技術検討会で議論した上で「Society 5.0」を実現するプ
ラットフォームとして重要なデータや共有すべきデータについて、関連機関、推進
リーダーを設定して構築体制を明確にする。

●

●

●

●

●

●

＜推進体制の整理のイメージ＞

＜手順フロー＞
実務者会合

システム基盤技術検討会
戦協・WG・SIP
有識者

データベース
調査の依頼案

依頼内容の確認、承認
第７回（12/1）

データ活用を推進すべき分野の検討
第８回（12/27） 特定分野の

関係者、
データの管理者推進すべき分野の推進体制整理

第９回（2/17）

概要ヒアリング

詳細ヒアリング

●

●

●

●

第３回（11/28）

●

●

●

●

データベース構築状況のヒアリングについて 第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 3 を 基 に 構 成



データベース構築概要ヒアリングの全体俯瞰
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第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 3 を 基 に 構 成
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リファレンスモデルの検討

 昨年度の検討で、システムを連携することで新たな価値創造が見込まれるユー
スケースを5つ特定した。

 Society 5.0を普及させるためには、ユースケース考案~実用化までの期間を
最短化し、コストを最小化した上で安全に構築する必要がある。

 Industrie 4.0のRAMI4.0は一つの産業分野のなかで連携を主眼に置いている
が、Society 5.0は異なる産業分野のシステムの連携協調により新たな価値を
創造する未来の経済社会であることから、RAMI4.0を参考にしつつも、
Society 5.0リファレンスモデルを改めて構築すべき。

リファレンス・アーキテクチャ例（Industrie 4.0)
出典；Umsetzungsstrategie Industrie
4.0(https://www.bitkom.org/Bitkom/Publikationen/Umsetzungsstrategie-Industrie-40.html)

一つの産業分野に閉じずに、新たな
価値を創造するために、既存システ
ムも含めたシステム間の連携協調を
早く安く安全に実現するための指針
となるリファレンスモデル。

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 ４ を 基 に 構 成

事業層
機能層
情報層
通信層
統合層
物体層



Asset：物体層
Integration：統合層

Business：事業層
Functional：機能層
Information：情報層

Communication：通信層
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11システムの共通事項の抽出に向けて

 RAMI4.0とのインタオペラビリティの観点から、レイヤについては踏襲する。
 Life Cycle & Value Stream軸については、Society 5.0の11システムのシステム間連
携協調の視座で社会経済システム軸（ドメイン）としてはどうか。

 Hierarchy Levels軸については、Industrie 4.0が製造業の階層であるのに対して、
Society 5.0はより広範囲であることから、影響を及ぼす範囲の視座で社会階層軸とし
てはどうか。

レイヤ※

社会階層(Hierarchy Levels)

社会経済システム
（ドメイン）

※インダストリー4.0 実現戦略 プラットフォーム・インダストリー4.0 調査報告（日本貿易振興機構）の表記に基づく
https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Reports/01/c982b4b54247ac1b/20150076.pdf

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 ４ を 基 に 構 成



Business：事業層

Functional：機能層
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（参考）事業層/機能層の例

園芸統合制御遠隔サービス

道路損傷情報
通知機能

気候/病虫害等情
報共有機能

地図情報
通知機能

異常検知・通知サービス

農機無人走行サービス

第８回システム基盤技術検討会
（ H 2 8 . １ ２ . 2 ７ ）
資 料 ４ を 基 に 構 成



CSTI本会議（H28.9.15）
「人工知能等の研究開発の効果的な推進」
資料より

（参考）AI等の基盤技術強化の方策について
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